




喪 
中
（
薄
墨
）

は
が
き
印
刷

ご
要
望
の
多
か
っ
た
薄
墨
印
刷
デ
ザ
イ
ン
ご
用
意
致
し
ま
し
た

本
年
①
●
●
月
●
●
日
に
②
●
● 

③
●
●
が
④
●
●
歳
で
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
れ
ま
で
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

皆
様
に
良
い
年
が
訪
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
令
和
〇
〇
年 

⑤
●
●
月

本
年
①
●
●
月
●
●
日
に
②
●
● 

③
●
●
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
く
感
謝
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
令
和
〇
〇
年 

⑤
●
●
月

本
年
①
●
●
月
●
●
日
に
②
●
● 

③
●
●
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
れ
ま
で
賜
わ
り
ま
し
た
ご
厚
情
に
故
人
に
な
り
か
わ
り
ま
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

　
令
和
〇
〇
年 

⑤
●
●
月

こ
こ
に
本
年
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
く
感
謝
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
令
和
○
○
年 

⑤
●
●
月

ＡBCD

喪
中
は
が
き 

選
べ
る
あ
い
さ
つ
文

自
由
文
は
有
料
と
な
り
ま
す

に
入
る
あ
い
さ
つ
文
を
次
の
Ａ
〜
Ｄ
か
ら

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
い
さ
つ
文
の
中
に
表
示
す
る「
①
没
月
日
」・「
②
続
柄
」

「
③
故
人
名
」・「
④
亡
く
な
ら
れ
た
年
齢
」・「
⑤
差
出
月
」を

別
紙
ご
注
文
書
の【
喪
中
あ
い
さ
つ
記
入
欄
】に
ご
記
入
下
さ
い
。

※

改
行
等
、文
字
の
配
置
は
お
ま
か
せ
下
さ
い
。

※

喪
中
は
が
き
の
デ
ザ
イ
ン
サ
ン
プ
ル
の
あ
い
さ
つ
文
は
全
て
Ｃ
タ
イ
プ
で
す
。

※

最
大
１
５
０
文
字
、文
字
の
折
り
返
し
位
置
は
、文
字
数
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
お
任
せ
く
だ
さ
い
。文
字
サ
イ
ズ
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。
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③
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な
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厚
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御
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申
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上
げ
ま
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令
和
〇
年 

⑤
●
●
月

喪
中
に
つ
き
年
始
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

MC-013薄墨

MC-014薄墨 MC-015薄墨 MC-016薄墨 MC-017薄墨

喪中はがき　選べるあいさつ文
に入るあいさつ文を下記の

選べるあいさつ文Ａ～Ｄの中から

選択してください。すべてのデザインの

あいさつ文の変更が可能です。

自由あいさつ文も有料で作成可能です。

瑞穂店
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喪中はがきにみられる　薄墨色の文字は、
悲しみの感情を表しています。 
まだ墨を磨（す）って文字を書いていた時代、
薄墨の文字には下記のような意味が込められていました。
 このように、薄墨が「突然の訃報に驚き悲しんでいる」
感情を表すという慣習が、現代にも残っています
・悲しみの涙で黒い文字が滲んでしまった
・墨を磨っても磨っても、流れる涙のせいで濃くならない
・急な訃報で墨を磨る時間もなく、読める程度の薄い文字で書いて駆けつけた　など

※現代ではPCで作成・印刷が主流ではございますので、黒字でも
問題はございません。内容がよく見える黒字でプリントされる方もみえます。

印刷見本は店頭にご用意してございますので
ぜひ御覧ください




